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第１学期終了です。お世話になりました。

７月最終週になったとはいえ、まだまだ鬱陶しい雨が続いています。今年の冬は、雪が

少なかったために、梅雨の時期が長く夏が短いと５月の時期にある農家の方がおっしゃっ

ていました。１年間の雨の量は決まっている。だから冬に少ないものを夏に補っているん

だそうです。

私は４月１日より新米校長として赴任しました。新型コロナウイルス感染症拡大予防対

策を最大の目標に掲げつつ、子どもたちの教育を受ける権利を担保することに一つ一つ可

能性を見いだしながら教育活動を行ってきました。新米校長

では心許なかったかと思いますが、まだまだ予断は許されな

い中、２学期もこの姿勢で進めていきたいと思います。保護

者の方々には様々なご意見やお考えがあろうかと思います。

いつでもどのようなことでもかまいません。気軽に学校まで

ご相談下さい。よろしくお願いいたします。

そんな中で、大きな事故・事案もなく子どもたちが元気に

１学期終了を迎えることができたこと、本当にほっとしてお

ります。これもひとえに、保護者の皆様のご協力があったか

らこそと、心より感謝申し上げます。

図書券が配付されました。

天栄村より全児童に５，０００円の図書券が配付されました。村長さんから、新型コロ

ナウイルス感染症による子どもたちの不安解消のために、心の安定と知識を身につけて欲

しいというご意向をおうかがいしました。大変すばらしい取り組みです。保護者の皆様に

は、ぜひ子どもたちとともに書店に赴き、子どもたちの興味のある本を購入していただき

たいと思います。

偶然にも、最近私が読んだ本に、「何のために学ぶのか」（池上

彰氏）、「知の旅は終わらない」（立花隆氏）があります。その中

にも、読書をすることで人生の岐路に立ったときの道標となった

思想（考え）に役立ったことが書いてありました。私たちは経験

とともに、他者からの思想･思考を取り入れます。私にも夏休み

に夢中になって読んだ本があることを思い出しました。

子どもが興味を持つ本は図鑑やゲームの攻略本などもあろうか

と思います。一概に「悪書」と決めつけずに、まずは本に興味を

持たせるきっかけとしてはいかがでしょうか。



７月 こんなことがありました 本校HPにも随時掲載しておりますのでご覧ください。

３年生によるスーパーマーケット見学学習
４年生による水道見学学習

教職員による救急救命法講習会

不審者対応避難訓練

６年生洗濯の実習

手紙の書き方学習 ５年生初めての調理実習

３・４年生ブリティッシュヒルズでの学習

児童会委員会による豆つかみ大会 １・２年生の畑の除草

違いがわかりますか？「ちゃわん」「おわん」「しゅわん」

先日ある研修会で出された漢字の問題です。それぞれの「わん」を漢字で書くと、

違いがわかります。「ちゃわん」は「茶碗」、「おわん」は「お椀」、「しゅわん」は「手

腕」と書きます。そうです。それぞれの偏（へん）に意味があるのです。このような

ことを考えて漢字の学習をすると、興味深く学習できそうですね。

人が入れるシャボン玉 授業参観


